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1 

本研究は、日本に留学を目指している、あるいは目指したことがある中国人日本語学習者

を対象に、ICT（情報通信技術）の活用が日本語学習に与える影響について調査・分析したも

のである。以下に、研究の背景、目的、方法、および主要な結果と結論をまとめる。 

近年、ICT の発展により、教育現場でもその活用が進んでいる。特に、日本語を学ぶ外国

人にとって、ICT は効果的な学習ツールとなり得る。しかし、具体的な効果や活用方法につ

いては、まだ十分に解明されていない。本研究は、このギャップを埋めることを目的とする。 

本研究の目的は、ICT が中国人日本語学習者の学習意欲や成果にどのような影響を与える

かを明らかにすることである。特に、学習者がどのように ICT を利用しているか、その利用

が学習動機や成果にどのように関連しているかを探ることを目指す。以上の目的を明らかに

し、ICT 活用効果を促進するための知見を見出し、以下の研究課題を設定する。 

課題 a: 中国人留学志願者の日本語学習における ICT活用状況はどうなっているか。 

  a-1: 中国人留学志願者の属性(学習期間、日本語能力、性別、ICT 利用ツール、利用

頻度)による ICT の活用状況の違いはどのようなものか。 

  a-2:  ICT 活用の各ツールに対する評価はどうなっているか。 

課題 b: 中国人留学志願者の日本語学習における ICT 活用状況と日本語学習との関係はど

うなっているか。 

  b-1: ICT 活用と日本語学習動機とどのような関係があるか。 

  b-2: ICT 活用と進学状況とはどのような関係があるか。 

課題 c: 中国人留学志願者の日本語学習におけるより効果的な ICT 活用方法はどのような

ものか。 

  c-1: ICT 活用際の困難点はどのようなものか。 

  c-2: 効果的な ICT 活用方法を提案する。 

本研究は、アンケート調査とインタビュー調査を実施した。アンケート調査は、日本留学

を目指している、また目指したことがある中国人日本語学習者を対象に、ICT の利用状況や

学習動機、学習成果などに関するデータを収集した。インタビュー調査は、アンケート調査

で得られた結果に加え、個別の具体的な情報や実例を得るために実施した。 

本研究では、以下のリサーチクエスチョンの分析方法でアンケート調査のデータとインタ

ビューの内容を分析した。量的分析の方法では、平均値・標準偏差、分散分析、クロス集計、

探索的因子分析、相関分析、t 検定を使い、研究課題 a、b を検証した。質的分析の方法では、

SCAT、クラスター分析を使ってインタビューの内容と研究課題 c を分析した。 

研究結果は以下のとおりである。まず、ICT の利用状況を明らかにした。多くの学習者が

ICT を活用して日本語を学んでおり、特にオンライン辞書や語学学習アプリが頻繁に利用さ

れていることが判明した。次に、ICT 活用と学習動機などの関係がわかった。ICT を活用す

ることで学習意欲が向上する傾向が見られた。特に、インタラクティブな学習ツールや SNS

を通じたコミュニケーションが、学習動機の維持に影響している。最後に、ICT 活用と学習

成果の関係がわかった。ICT の活用により、語彙力や聴解力の向上が確認された。一方で、

ICT を利用した学習だけでは、会話力や作文力の向上には限界があることも明らかになった。 

本研究の結果は、ICT の活用は日本語学習において有効であることが示された。ただし、

すべての言語スキルを均等に向上させるためには、ICT を補う形での対面授業や実践的な練

習が不可欠であることも示唆された。今後の課題として、ICT を活用した学習方法のさらな

る最適化や、学習者の個別ニーズに対応したツールの開発が挙げられる。 
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